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重点課題 主：【重点課題 ⑨】３Ｒを推進する技術・社会システムの構築 

副：【重点課題 ⑩】廃棄物の適正処理と処理施設の長寿命化・機能向上に資する研究・技術 

本研究のキーワード：ICT・AI 技術、情報連携、需給マッチング、予防保全、 

    維持・保全・生産性の高度化、サーマルリカバリー、モニタリング 

■研究の背景と目的 

 廃棄物・資源循環分野全体において、さらなる 3R の推進と資源効率の向上、労働力不足への対応とそのた

めの労働安全の確保、労働環境の改善が求められています。本研究では、産業廃棄物を中心に、廃棄物の発生、

収集から選別・加工・再利用に至るプロセスを静脈系サプライチェーンと位置づけ、その最適マネジメントの

ために適用可能な ICT・AI の導入ポテンシャルを検討し、その効果を明らかにすることを目的としました。 

■研究の内容 

 ①ICT・AI の活用による排出・処理事業者間インタラクション実現による資源循環の効率化及び適正処理

の推進、②産廃のエネルギー利用高度化を想定した需給マッチングの最適化、③産業廃棄物のサーマルリカバ

リープロセスへの ICT・AI 導入による施設の維持・管理の高度化、④情報通信技術の活用による廃棄物処理

事業における生産性の向上と適正処理推進のための安全管理の高度化に関する研究を実施しました。 

■研究成果及び環境政策等への貢献 

 廃棄物・循環資源の発生から処理、再使用・再生利用・熱回収における課題に対して、適用可能な ICT や

AI 技術を検討し、それらを導入することで得られる効果を分析しました（図参照）。さらに、静脈系サプライ

チェーンマネジメントに資する情報プラットフォーム（PF）として、収集・運搬時のトレーサビリティ確保、

廃棄物焼却熱と熱需要のマッチングの仕組みを構築・実証することでその有効性を示しました。これらの成果

は、廃棄物政策において ICT や情報 PF の導入促進策を検討する上で有用な知見となりえると考えます。 

 

図 静脈系サプライチェーンにおける課題と ICT による導入効果 

課題・ニーズ ICT（情報通信技術） 導⼊効果（解決⽅法）
収集のタイミングやルート選定

IoTセンサによる堆積状況把握
⼩⼝発⽣源からの再⽣可能資源の回収 経路探索の最適化による収集⾼度化

AIによるスケジューリング最適化
⼯場への熱供給を想定した安定的な収集

リユースの検査⼯程の効率 AIによる画像診断 リユースの業務省⼒化

処理⼯程のスケジューリングの効率化 OR⼿法によるスケジューリング最適化 ⼈員配置の最適化、業務効率化

熱の有効活⽤ 組成分析、最適マッチング
焼却炉から産業への蒸気供給によるCO2削減

エネルギーの安定的な需給の確保 施設の遠隔・⾃動運転

突発故障による操業ロス削減
IoTセンサによるビッグデータ収集

⼩規模施設における維持管理の負担（コスト、⼈
員）

過剰保全、保守、作業負荷の削減

AIによる予兆診断
⽣産性、安全性向上

労働⼒不⾜の顕在化への適応 ウェアラブル機器を⽤いた安全管理システム 作業効率や熱中症を管理するシステム整備

労働環境の安全管理の⾼度化 RPAによる事務処理業務の⾃動化システム
紙マニフェストの⼊⼒、台貫計量との照合、

マニフェストの発⾏等の⾃動化

施設能⼒や余⼒を考慮した処理先の選定 IoTによる⾃動データ取得
サプライチェーンにおける情報連携の構築

製品・素材情報を⽤いた効率的選別 クラウド
全体システムの効率化、最適化
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